
「信号機設置の指針」の択一条件４つ･･･どれか一つに該当する

信号機を設置しようとする場合又はその付近において、信号機設置により抑止す

ることができたと考えられる人身事故が信号機の設置を検討する前の１年間に２件

以上発生しており、かつ、交差点の形状、視認性、車両の速度、当該場所における

物損事故の件数等から事故発生原因を調査・分析した結果、交通の安全の確保のた

め、他の対策により代替ができないと認められること。

※ 偶発的でない交通事故が頻発している場所で、事故の発生形態が出会い頭であるなど信号機

の設置により抑止できた可能性が高いものであり、信号機の設置以外には事故防止の方策がな

いと認められる場合。

小中学校（特別支援学校の小中学部を含む。）、幼稚園、幼保連携型認定こども園、

保育所、児童公園、病院、養護老人ホーム等の付近において、生徒、児童、幼児、

身体障害者、高齢者等の交通の安全を特に確保する必要があること。

※ 児童や高齢者、身体障害者等の方々が恒常的に利用する施設の周辺や、公共交通機関の駅、

バス停への経路上であり、交通の安全を特に確保する必要がある場合。

交差点において、ピーク１時間の主道路の自動車等往復交通量及びピーク１時間

の従道路（従道路が複数ある交差点にあっては、最も自動車等流入交通量の多い従

道路）の自動車等流入交通量が、図「信号機の設置及び撤去における自動車等交通

量の条件」で示す領域１にあること。

※ 主道路と従道路の関係から、信号機を設置しなければ円滑な交通を確保できない場合

歩行者の横断の需要が多いと認められ、かつ、横断しようとする道路の自動車等

往復交通量が多いため、歩行者が容易に横断することができない場合であって、直

近に立体横断施設がないこと。

※ 横断歩行者が多く、車両交通量も多い場所で歩行者の安全な道路横断を確保する必要があり、

歩道橋やエクスペディアンデッキ等の立体横断施設がない場合。


